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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成21年7月23日(2009.7.23)

【公開番号】特開2007-327575(P2007-327575A)
【公開日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-049
【出願番号】特願2006-159700(P2006-159700)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  41/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｂ  35/02     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ  41/00    　　　　
   Ｂ６０Ｂ  35/02    　　　Ｚ
   Ｆ１６Ｃ  19/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月4日(2009.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車輪を支持する回転輪である外輪と、
　車軸に外嵌された固定輪である内輪と、
　前記外輪と前記内輪との間に円周方向に転動可能に配設される複数の転動体である玉と
、
　前記玉を保持するポケットが円周方向に所定の間隔で形成された保持器と、を備える自
動二輪車用車輪支持用転がり軸受であって、
　前記外輪の軸方向一端側の内周面に設けられ、前記内輪の外周面に摺接する第１シール
部材と、
　前記外輪の前記第１シール部材とは前記玉を挟んで軸方向反対側の端部の内周面に設け
られ、前記内輪の外周面に摺接する第２シール部材と、
　前記第２シール部材に被検出面が軸方向外側を向くように設けられ、前記外輪とともに
回転する磁気エンコーダと、
　前記内輪の前記第２シール部材側の端部の内周面に設けられ、前記内輪と車軸の嵌合部
よりも大径のスリンガ取付段部と、
　前記スリンガ取付段部に嵌合固定されるスリンガと、
　前記磁気エンコーダの前記被検出面と検出面が対向するように前記スリンガに取り付け
られ、前記磁気エンコーダの回転に伴って変化する磁気パルスを感知し信号を出力するセ
ンサと、を備えることを特徴とする自動二輪車用車輪支持用転がり軸受。
【請求項２】
　前記第２シール部材と前記内輪との摺動部は、前記スリンガの圧入部と軸方向において
重なる位置に配置されることを特徴とする請求項１に記載の自動二輪車用車輪支持用転が
り軸受。
【請求項３】
　前記第２シール部材は、前記外輪に嵌合される芯金円筒部と、前記芯金円筒部の軸方向
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端部から径方向内方に延びる芯金環状板部と、を有する芯金と、前記芯金環状板部の内径
周縁部に設けられるシールリップと、を備え、
　前記芯金円筒部は、前記センサ又は前記スリンガに近接するまで延びており、ラビリン
スシール効果を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の自動二輪車用車輪支持用
転がり軸受。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】自動二輪車用車輪支持用転がり軸受
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、車輪の回転速度を検出する磁気エンコーダを備えた、自動二輪車（原動機付
自転車も含む）に用いられる車輪支持用転がり軸受に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そこで、本発明は上述した事情を鑑みてなされたものであり、その目的は、軸方向で小
型であり、且つセンサの配線構造を簡素化することのできる自動二輪車用車輪支持用軸受
を提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の上記目的は、下記の構成により達成される。
（１）車輪を支持する回転輪である外輪と、車軸に外嵌された固定輪である内輪と、前記
外輪と前記内輪との間に円周方向に転動可能に配設される複数の転動体である玉と、前記
玉を保持するポケットが円周方向に所定の間隔で形成された保持器と、を備える自動二輪
車用車輪支持用転がり軸受であって、前記外輪の軸方向一端側の内周面に設けられ、前記
内輪の外周面に摺接する第１シール部材と、前記外輪の前記第１シール部材とは前記玉を
挟んで軸方向反対側の端部の内周面に設けられ、前記内輪の外周面に摺接する第２シール
部材と、前記第２シール部材に被検出面が軸方向外側を向くように設けられ、前記外輪と
ともに回転する磁気エンコーダと、前記内輪の前記第２シール部材側の端部の内周面に設
けられ、前記内輪と車軸の嵌合部よりも大径のスリンガ取付段部と、前記スリンガ取付段
部に嵌合固定されるスリンガと、前記磁気エンコーダの前記被検出面と検出面が対向する
ように前記スリンガに取り付けられ、前記磁気エンコーダの回転に伴って変化する磁気パ
ルスを感知し信号を出力するセンサと、を備えることを特徴とする自動二輪車用車輪支持
用転がり軸受。
（２）前記第２シール部材と前記内輪との摺動部は、前記スリンガの圧入部と軸方向にお
いて重なる位置に配置されることを特徴とする（１）に記載の自動二輪車用車輪支持用転
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がり軸受。
（３）前記第２シール部材は、前記外輪に嵌合される芯金円筒部と、前記芯金円筒部の軸
方向端部から径方向内方に延びる芯金環状板部と、を有する芯金と、前記芯金環状板部の
内径周縁部に設けられるシールリップと、を備え、前記芯金円筒部は、前記センサ又は前
記スリンガに近接するまで延びており、ラビリンスシール効果を有することを特徴とする
（１）又は（２）に記載の自動二輪車用車輪支持用転がり軸受。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前記スリンガ２１は、内輪１２の端部内周面の一方に設けられたスリンガ取付段部２２
にて嵌合される第１スリンガ円筒部２１ａと、当該第１スリンガ円筒部２１ａの軸方向外
側の端部から、内輪１２の端面に沿うようにして径方向外方に延びる第１スリンガ環状板
部２１ｂと、当該第１スリンガ環状板部２１ｂの径方向外側の端部から軸方向外方に延び
る第２スリンガ円筒部２１ｃと、当該第２スリンガ円筒部２１ｃの軸方向外側の端部から
径方向外方に延びる第２スリンガ環状板部２１ｄと、を有している。センサ１９は、当該
センサ１９の検出面１９ａが磁気エンコーダの１６の被検出面１６ａと対向するようにし
て、前記第２スリンガ環状板部２１ｄの軸方向内方の面に接合されている。なお、前記被
検出面１６ａと前記検出面１９ａとの距離（エアギャップ）は、前記第２スリンガ円筒部
２１ｃの軸方向寸法により規定される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　図４に示す第４実施形態である転がり軸受５０では、芯金５７が、外輪１１の軸方向端
部の内周面に嵌合される第１芯金円筒部５７ａと、当該第１芯金円筒部５７ａの軸方向内
側の端部から径方向内方に延びる第１芯金環状板部５７ｂと、前記第１芯金円筒部５７ａ
の軸方向外側の端部から径方向外方に、外輪１１の端面に沿うようにして延びる第２芯金
環状板部５７ｃと、当該第２芯金環状板部５７ｃの径方向外側の端部から軸方向外方に延
びた第２芯金円筒部５７ｄと、を有している。なお、当該第２芯金円筒部５７ｄは、軸方
向でセンサ１９と重なるように延びている。それ以外の様態は、第１実施形態と同じであ
る。本実施形態によれば、第３実施形態と同じく、ラビリンスシール効果を高めることが
できる。
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